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(54)【発明の名称】 駆動用半導体装置及び表示装置ならびに輝度バランス調整方法

(57)【要約】
【課題】  電極間の距離を小さくすることができ、画像
表示を高精細とするとともにチップ面積を小さくするこ
とが容易な駆動用半導体装置を提供する。
【解決手段】  データドライバ１３には、第一電極１７
との接続ポイントとなる出力バンプ２４が複数設けられ
ている。出力バンプ２４は、列状に配置されている。デ
ータドライバ１３には、前述の出力バンプ２４からなる
複数の出力バンプ列２４Ａ，２４Ｂが互いに平行な状態
で並設されている。これによれば、１列の出力バンプ列
のみが設けられたデータドライバに比較して、第一電極
１７同士の間隔を小さくすることができ、有機ＥＬ素子
による画像表示を高精細とすることが容易になる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  電極を介してＥＬ素子を駆動するための
駆動用半導体装置であって、
前記電極に接続される複数の出力バンプからなる出力バ
ンプ列が、複数列並設されたことを特徴とする駆動用半
導体装置。
【請求項２】  前記複数の出力バンプ列は、それぞれ直
線的に配置された複数の前記出力バンプからなるととも
に、互いに平行な状態で並設されている請求項１に記載
の駆動用半導体装置。
【請求項３】  前記ＥＬ素子はカラー表示可能なカラー
表示装置の表示部を構成するものであり、前記ＥＬ素子
の各々の色に対応する前記出力バンプが、同一の前記出
力バンプ列に配置されている請求項２に記載の駆動用半
導体装置。
【請求項４】  前記出力バンプ列は、２列配置されてい
る請求項１～３のいずれか一項に記載の駆動用半導体装
置。
【請求項５】  前記出力バンプ列は、３列配置されてい
る請求項１～３のいずれか一項に記載の駆動用半導体装
置。
【請求項６】  データ駆動用半導体装置と、
走査駆動用半導体装置と、
前記データ駆動用半導体装置に設けられた出力バンプに
接続されたデータ電極と、
前記走査駆動用半導体装置に設けられた出力バンプに接
続されるとともに前記データ電極に対して交差して設け
られた走査電極と、
前記データ電極と前記走査電極との交差部分に接続され
たＥＬ素子を構成する発光層を有する表示部とを備え、
前記両半導体装置の少なくとも一方には、直線的に配置
された複数の前記出力バンプからなる出力バンプ列が複
数列並設されている表示装置。
【請求項７】  前記表示部はカラー表示が可能な構成で
あるとともに、複数の前記出力バンプ列が設けられた前
記駆動用半導体装置において、前記ＥＬ素子の各々の色
に対応する前記出力バンプが同一の前記出力バンプ列に
配置され、前記出力バンプ列は、該出力バンプ列が設け
られた前記駆動用半導体装置の他方の前記駆動用半導体
装置に接続された前記電極に対して平行に設けられてい
る請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】  対応する前記出力バンプ列が異なること
による前記ＥＬ素子間の輝度バランスのずれを抑制する
ための輝度バランス補正手段を備えた請求項６または７
に記載の表示装置。
【請求項９】  請求項８に記載の表示装置における表示
部の輝度バランス調整方法であって、
前記表示部は、前記発光層の可視側に配設されたカラー
フィルタを透過した透過光によってカラー表示可能な構
成であり、前記輝度バランス補正手段は、前記ＥＬ素子
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間の輝度バランスのずれを、前記発光層及び前記カラー
フィルタの少なくとも一方の成膜条件調整によって抑制
するようにした輝度バランス調整方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電極を介してＥＬ
素子を駆動するための駆動用半導体装置、及び、前記駆
動用半導体装置を備えた表示装置、ならびに、前記表示
装置における表示部の輝度バランス調整方法に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】一般に、エレクトロルミネッセンス（以
下、単にＥＬという）素子からなる画素を有する表示部
を備えた表示装置には、互いに交差して設けられるとと
もにこの交差部分において前記ＥＬ素子が接続されたデ
ータ電極と走査電極とが設けられている。例えば、前記
データ電極は、データ駆動用半導体装置の出力バンプに
接続される。
【０００３】このデータ駆動用半導体装置として、例え
ば、図６に示す構成のものが知られている。即ち、デー
タ駆動用半導体装置９１には、入力側回路９２が内蔵さ
れている。入力側回路９２には、図示しない電気配線を
介して複数の定電流駆動回路９３が接続されている。各
定電流駆動回路９３には、出力バンプ９４を介してデー
タ電極９５が一つずつ接続されている。データ電極９５
は、透明な材質によって構成されるとともに、前記ＥＬ
素子の可視側に配置されている。出力バンプ９４は、デ
ータ駆動用半導体装置９１において前記表示部寄りの部
分に一列に並んで配置されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】例えば、前記表示装置
において画像表示を高精細とするためには、前記表示部
の画素を多くする必要がある。多くの画素を駆動するに
はデータ電極９５が増え、チップサイズが大型化し、コ
ストの上昇が懸念される。そのため、チップの大型化を
回避するため、データ電極９５間の距離を小さく、即
ち、出力バンプ９４間の距離も小さくする必要が生じ
る。しかしながら、前述のように出力バンプ９４が一列
にのみ配置された構成では、出力バンプ９４間の距離を
定電流駆動回路９３の幅よりも小さくすることができな
い。各定電流駆動回路９３の幅は、該回路９３の構成上
の理由により幅を狭くすることが難しい。これは、前記
画像表示を高精細とすることを阻害する要因となる。
【０００５】本発明の目的は、電極間の距離を小さくす
ることができ、画像表示を高精細とするとともにチップ
面積を小さくすることが容易な駆動用半導体装置及び表
示装置、ならびに、前記表示装置における表示部の輝度
バランス調整方法を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の問題を解決するた
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めに、請求項１に記載の発明では、電極を介してＥＬ素
子を駆動するための駆動用半導体装置を対象としてい
る。そして、前記駆動用半導体装置では、前記電極に接
続される複数の出力バンプからなる出力バンプ列が、複
数列並設されている。
【０００７】この発明によれば、１列の出力バンプ列の
みが設けられた駆動用半導体装置に比較して、出力バン
プに接続される電極同士の間隔を小さくすることがで
き、ＥＬ素子による高精細な画像表示を小さな半導体装
置で実現することが容易になる。
【０００８】請求項２に記載の発明では、請求項１に記
載の発明において、前記複数の出力バンプ列は、それぞ
れ直線的に配置された複数の前記出力バンプからなると
ともに、互いに平行な状態で並設されている。
【０００９】この発明によれば、複数の前記出力バンプ
列の全てと、該出力バンプ列が設けられた駆動用半導体
装置の他方の駆動用半導体装置に接続された電極とを、
互いに平行な状態に配置することが可能になる。これに
よれば、複数の前記出力バンプ列間における、前記電極
までの距離の差を、前記電極の延在方向に亘って一定と
することが可能になる。したがって、前記距離の差に起
因するＥＬ素子間の輝度バランスのずれの補正が容易に
なる。
【００１０】請求項３に記載の発明では、請求項２に記
載の発明において、前記ＥＬ素子はカラー表示可能なカ
ラー表示装置の表示部を構成するものであり、前記ＥＬ
素子の各々の色に対応する前記出力バンプが、同一の前
記出力バンプ列に配置されている。
【００１１】この発明によれば、前記各出力バンプ列
と、該出力バンプ列が設けられた駆動用半導体装置の他
方の駆動用半導体装置に接続された電極との距離がそれ
ぞれ異なることによる表示部の輝度バランスのずれを、
ＥＬ素子における各色別の輝度補正により抑制すること
が可能になる。
【００１２】請求項４に記載の発明では、請求項１～３
のいずれか一項に記載の発明において、前記出力バンプ
列は、２列配置されている。この発明によれば、例え
ば、複数列の出力バンプ列が設けられた駆動用半導体装
置において、前記出力バンプ列の並設方向における前記
駆動用半導体装置のサイズを極力小さくできる。
【００１３】請求項５に記載の発明では、請求項１～３
のいずれか一項に記載の発明において、前記出力バンプ
列は、３列配置されている。この発明によれば、２列の
出力バンプ列が設けられた駆動用半導体装置に比較し
て、出力バンプに接続される電極同士の間隔をさらに小
さくすることができる。
【００１４】請求項６に記載の発明では、表示装置は、
データ駆動用半導体装置と、走査駆動用半導体装置とを
備えている。また、前記表示装置は、前記データ駆動用
半導体装置に設けられた出力バンプに接続されたデータ
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電極と、前記走査駆動用半導体装置に設けられた出力バ
ンプに接続されるとともに前記データ電極に対して交差
して設けられた走査電極とを備えている。また、前記表
示装置は、前記データ電極と前記走査電極との交差部分
に接続されたＥＬ素子を構成する発光層を有する表示部
を備えている。そして、前記両半導体装置の少なくとも
一方には、直線的に配置された複数の前記出力バンプか
らなる出力バンプ列が複数列並設されている。
【００１５】この発明によれば、１列の出力バンプ列の
みが設けられた駆動用半導体装置を備えた表示装置に比
較して、電極同士の間隔を小さくすることが容易にな
る。つまり、表示部を高精細とすることが容易になると
ともに装置を小型にすることができる。
【００１６】請求項７に記載の発明では、請求項６に記
載の発明において、前記表示部はカラー表示が可能な構
成である。また、複数の前記出力バンプ列が設けられた
前記駆動用半導体装置において、前記ＥＬ素子の各々の
色に対応する前記出力バンプが同一の前記出力バンプ列
に配置されている。そして、前記出力バンプ列は、該出
力バンプ列が設けられた前記駆動用半導体装置の他方の
前記駆動用半導体装置に接続された前記電極に対して平
行に設けられている。
【００１７】この発明によれば、前記各出力バンプ列
と、該出力バンプ列が設けられた駆動用半導体装置の他
方の駆動用半導体装置に接続された電極との距離がそれ
ぞれ異なることによる表示部の輝度バランスのずれを、
ＥＬ素子における各色別の輝度補正により抑制すること
が可能になる。
【００１８】請求項８に記載の発明では、請求項６また
は７に記載の発明において、前記表示装置は、対応する
前記出力バンプ列が異なることによる前記ＥＬ素子間の
輝度バランスのずれを抑制するための輝度バランス補正
手段を備えている。
【００１９】この発明によれば、輝度バランス補正手段
により、複数の出力バンプ列が設けられたことによる表
示部の輝度バランスのずれを抑制することが可能にな
る。請求項９に記載の発明では、請求項８に記載の表示
装置における表示部の輝度バランス調整方法を対象とし
ている。前記表示部は、前記発光層の可視側に配設され
たカラーフィルタを透過した透過光によってカラー表示
可能な構成である。また、前記輝度バランス補正手段
は、前記ＥＬ素子間の輝度バランスのずれを、前記発光
層及び前記カラーフィルタの少なくとも一方の成膜条件
調整によって抑制するようにしている。
【００２０】この発明によれば、例えば、ＥＬ素子への
給電量を調整することで前記輝度バランスの調整を行う
構成に比較して、前記給電量を調整するための制御回路
等を設ける必要がなく、複雑な制御が必要とされない。
【００２１】
【発明の実施の形態】（第１の実施形態）以下、本発明
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をパッシブ・マトリックス駆動方式の有機ＥＬ（エレク
トロルミネッセンス）表示装置において具体化した一実
施形態を図１、図２及び図３に従って説明する。
【００２２】図１は、表示装置としての有機ＥＬカラー
表示装置１１の全体構成の概略構成図である。有機ＥＬ
カラー表示装置１１は、コントローラ１２、駆動用半導
体装置（データ駆動用半導体装置）としてのデータドラ
イバ１３、走査駆動用半導体装置としてのスキャンドラ
イバ１４、表示部としての有機ＥＬパネル１５から構成
されている。
【００２３】有機ＥＬカラー表示装置１１のコントロー
ラ１２は外部と接続されている。また、コントローラ１
２はデータドライバ１３及びスキャンドライバ１４と接
続されている。コントローラ１２は外部から入力された
画像データ及び制御信号に基づいて、有機ＥＬパネル１
５に画像を表示するための表示信号をデータドライバ１
３及びスキャンドライバ１４に出力する。
【００２４】データドライバ１３は有機ＥＬパネル１５
に形成された電極（データ電極）としての第一電極１７
と接続され、スキャンドライバ１４は有機ＥＬパネル１
５に形成された走査電極としての第二電極１８と接続さ
れている。
【００２５】図３に示すように、データドライバ１３に
は、入力側回路２０が内蔵されている。入力側回路２０
には、図示しない電源側に接続された給電端子２１、及
び、グランド側に導通されたグランド端子２２が接続さ
れている。また、入力側回路２０には、図示しない入力
バンプ及び電気配線を介して画像データなどの信号が供
給されている。なお、これら電気配線は、配線長の影響
を受けにくい、例えば、銅からなる配線である。
【００２６】また、入力側回路２０には、図示しない電
気配線を介して複数の定電流駆動回路２３が接続されて
いる。全定電流駆動回路２３は、互いに同一形状かつ同
一サイズに設定されている。各定電流駆動回路２３に
は、前述の第一電極１７との接続ポイントとなる出力バ
ンプ２４が一つずつ設けられている。すなわち、各定電
流駆動回路２３には、各出力バンプ２４を介して第一電
極１７が一つずつ接続されている。
【００２７】各定電流駆動回路２３は、データドライバ
１３内において、２列配置されている。すなわち、デー
タドライバ１３内においては、図面左右方向に直線的に
配置された複数の定電流駆動回路２３からなる定電流駆
動回路２３の列が、図面上下方向に２列に並設されてい
る。各列において、各定電流駆動回路２３は、図面左右
方向において等間隔に配置されている。
【００２８】そして、データドライバ１３においては、
定電流駆動回路２３と同様に、図面左右方向に直線的に
配置された複数の出力バンプ２４からなる出力バンプ２
４の列が、図面上下方向に２列に並設されている。すな
わち、データドライバ１３には、有機ＥＬパネル１５側
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に配置された出力バンプ列２４Ａと、図面においてその
上方に位置する出力バンプ列２４Ｂとが設けられてい
る。両出力バンプ列２４Ａ，２４Ｂは、互いに平行な状
態で配置されている。
【００２９】また、各出力バンプ列２４Ａ，２４Ｂにお
いて、各出力バンプ２４は図面左右方向に対して等間隔
に配置されている。さらに、出力バンプ列２４Ｂを構成
する各出力バンプ２４は、出力バンプ列２４Ａを構成す
る各出力バンプ２４同士の中間部の図面上方に配置され
ている。したがって、各第一電極１７は、図面左右方向
に等ピッチに並んで配置されるとともに、出力バンプ列
２４Ａ及び出力バンプ列２４Ｂに対して交互に接続され
ている。すなわち、出力バンプ列２４Ａに接続された第
一電極１７の隣の第一電極１７は、出力バンプ列２４Ｂ
に接続されている。そして、有機ＥＬパネル１５側から
見た出力バンプ２４のピッチは、定電流駆動回路２３の
ピッチの１／２（２分の１）となっている。
【００３０】データドライバ１３は、コントローラ１２
からの表示信号に基づいて、有機ＥＬパネル１５の画素
を構成する有機ＥＬ素子３０（図２（ａ）参照）を発光
させるためにスイッチングを行い、定電流駆動回路２３
により第一電極１７を介して前記素子３０に表示信号に
応じた電流を供給する。スキャンドライバ１４は表示信
号（走査信号）に対応する第二電極１８を低電源（例え
ばグランド）に接続する。これにより、有機ＥＬ素子３
０には、表示信号に応じた電流が流れる。
【００３１】次に、有機ＥＬパネル１５について説明す
る。図２（ａ）は第二電極１８に沿った有機ＥＬパネル
１５の模式断面図である。図２（ａ）に示すように、有
機ＥＬパネル１５を構成する透明ガラス製の基板３１の
上には、複数のカラーフィルタ３４、及び、これらを覆
うように形成されたオーバーコート３３が設けられてい
る。各カラーフィルタ３４間には、ブラックマスク３５
が介在されている。また、オーバーコート３３の上に
は、第一電極１７、発光層３２及び第二電極１８が順次
積層形成されている。なお、前述の有機ＥＬ素子３０
は、発光層３２及びカラーフィルタ３４によって構成さ
れている。また、基板３１上には、発光層３２を外気か
ら遮断するための封止カバー（封止缶）３６が接着され
ている。
【００３２】第二電極１８はアルミニウム等の金属によ
って構成され、発光層３２の上面に複数、平行なストラ
イプ状に形成されている。第二電極１８は図２（ａ）の
左右方向に延びるように形成されている。
【００３３】第一電極１７は発光層３２の下面に設けら
れ、第二電極１８と直交する状態に形成されている。第
一電極１７は、発光層３２の発光を透過可能とするた
め、透明な材料、例えば、ＩＴＯ（インジウム錫酸化
物）を用いて形成されている。
【００３４】発光層３２は、白色に発光する有機化合物
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7
からなっている。すなわち、発光層３２は白色発光層で
構成されている。図２（ｂ）に示すように、前記画素の
各ピクセル３７は３個のサブピクセル３７Ａで構成さ
れ、各サブピクセル３７Ａに対応して第一電極１７と第
二電極１８との交差部分が形成されている。すなわち、
各有機ＥＬ素子３０は、各サブピクセル３７Ａに対応し
ている。各サブピクセル３７Ａは、カラーフィルタ３４
のＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）毎に一つずつ対応する
ように設けられている。本実施形態では、図２（ｂ）に
おける左側から右側に向けて、各サブピクセル３７Ａ
は、前記Ｒ，Ｇ，Ｂの順にそれぞれ対応している。
【００３５】本実施形態では、データドライバ１３の出
力バンプ列２４Ａ，２４Ｂは、第二電極１８と平行な状
態で設けられている。つまり、出力バンプ列２４Ａと出
力バンプ列２４Ｂとの間には、第二電極１８までの距離
において一定の差が存在する。この距離の差は、図３の
上下方向における出力バンプ列２４Ａと出力バンプ列２
４Ｂとの距離に他ならない。この距離の差は、第一電極
１７に比較的電気抵抗値の高いＩＴＯを用い、対応する
出力バンプ列（２４Ａ，２４Ｂ）が異なることによる有
機ＥＬ素子３０間の輝度バランスのずれの原因となり得
る。
【００３６】本実施形態の有機ＥＬカラー表示装置１１
においては、前述の輝度バランスのずれを抑制するため
に、出力バンプ列２４Ａに対応する有機ＥＬ素子３０と
出力バンプ列２４Ｂに対応する有機ＥＬ素子３０との電
荷量のバランスを調整すべく各定電流駆動回路２３の出
力を調整するようにしている。この制御は、コントロー
ラ１２による制御によって行われる。つまり、コントロ
ーラ１２は、同一の画像データに対して、出力バンプ列
２４Ｂ側の定電流駆動回路２３に送信する表示信号の電
圧値が、出力バンプ列２４Ａ側の定電流駆動回路２３に
対するものよりも大きくなるように電圧値を制御する。
コントローラ１２は、輝度バランス補正手段を構成して
いる。
【００３７】次に前記のように構成された有機ＥＬカラ
ー表示装置１１の作用を説明する。コントローラ１２は
外部から入力された画像データ及び制御信号に基づい
て、表示信号をデータドライバ１３及びスキャンドライ
バ１４に出力する。
【００３８】コントローラ１２から出力された表示信号
に基づいて定電流駆動回路２３は、第一電極１７に電流
を供給し、第一電極１７と第二電極１８との間に生じる
電位差に応じた輝度にてサブピクセル３７Ａに対応する
発光層３２が白色に発光する。そして、その発光層３２
からの白色光がカラーフィルタ３４を透過して基板３１
側から出射される。白色光が、対応する色（Ｒ，Ｇ，
Ｂ）のカラーフィルタ３４を透過した後、対応する色の
光となる。これらの色（Ｒ，Ｇ，Ｂ）の組み合わせによ
り所望の色（画像）が再現される。

8
【００３９】このとき、コントローラ１２（輝度バラン
ス補正手段）によって、前述の、対応する出力バンプ列
（２４Ａ，２４Ｂ）が異なることによる有機ＥＬ素子３
０間の輝度バランスのずれが抑制され、画像表示が良好
に行われる。
【００４０】以上詳述したように本実施の形態は、以下
の特徴を有する。
（１）  データドライバ１３において、出力バンプ２４
が複数の出力バンプ列（２４Ａ，２４Ｂ）状に並設され
ている。これによれば、１列の出力バンプ列のみが設け
られたデータドライバに比較して、出力バンプに接続さ
れる電極同士の間隔を小さくすることができ、有機ＥＬ
素子による画像表示を高精細とすることが容易になる。
【００４１】（２）  対応する出力バンプ列（２４Ａ，
２４Ｂ）が異なることによる有機ＥＬ素子３０間の輝度
バランスのずれを抑制するための輝度バランス補正手段
を設けた。これによれば、複数の出力バンプ列（２４
Ａ，２４Ｂ）が設けられたことによる有機ＥＬパネル１
５の（有機ＥＬ素子３０間の）輝度バランスのずれを抑
制することが可能になる。
【００４２】（３）  複数の出力バンプ列（２４Ａ，２
４Ｂ）は、それぞれ直線的に配置された複数の出力バン
プ２４からなるとともに、互いに平行な状態で並設され
ている。これによれば、両出力バンプ列２４Ａ，２４Ｂ
と、第二電極１８とを、互いに平行な状態に配置するこ
とが可能になる。したがって、両出力バンプ列２４Ａ，
２４Ｂ間における、第二電極１８までの距離の差を、第
二電極１８の延在方向に亘って一定とすることが可能に
なる。この結果、コントローラ１２（前記輝度バランス
補正手段）による、前記距離の差に起因する有機ＥＬ素
子３０間の輝度バランスのずれの補正が容易になる。
【００４３】（４）  出力バンプ列（２４Ａ，２４Ｂ）
は、２列配置されている。これによれば、例えば、複数
列の出力バンプ列が設けられたデータドライバにおい
て、前記出力バンプ列の並設方向におけるデータドライ
バのサイズを極力小さくできる。
【００４４】（５）  第一電極１７は、ＩＴＯなどの透
明な材質によって形成されている。ＩＴＯなどの透明な
材質は、比較的、電気抵抗値が高い材質であるため、対
応する出力バンプ列（２４Ａ，２４Ｂ）が異なることに
よる前述の有機ＥＬ素子３０間の輝度バランスのずれが
発生しやすいといえる。つまり、ＩＴＯなどの透明な材
質の第一電極１７を設けた有機ＥＬカラー表示装置１１
において本発明を具体化することは、良好な画像表示を
行うために好適であるといえる。
【００４５】（第２の実施形態）この第２の実施形態
は、前記第１の実施形態においてデータドライバ、及
び、対応する出力バンプ列が異なることによる前記輝度
バランスのずれを抑制するための輝度バランス補正手段
等の構成を変更したものであり、その他の点では第１の
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9
実施形態とほぼ同様の構成になっている。従って、第１
の実施形態と共通する構成部分については図面上に同一
符号を付して重複した説明を省略する。
【００４６】図４に示すように、本実施形態では、前記
第１の実施形態のデータドライバ１３に代えて、データ
ドライバ４０が設けられている。データドライバ４０に
は、データドライバ１３同様に、入力側回路２０、給電
端子２１、及び、グランド端子２２が設けられている。
【００４７】本実施形態では、図示しない電気配線を介
して入力側回路２０に接続された定電流駆動回路２３
は、カラーフィルタ３４の前記Ｒ，Ｇ，Ｂのうち、前記
Ｒ，Ｇに対応する複数の定電流駆動回路２３からなる列
と、前記Ｂに対応する複数の定電流駆動回路２３からな
る列との２列配置となっている。すなわち、出力バンプ
２４は、前記Ｒ，Ｇに対応する複数の出力バンプ２４か
らなる出力バンプ列２４Ａと、前記Ｂに対応する複数の
出力バンプ２４からなる出力バンプ列２４Ｂとの２列配
置となっている。したがって、本実施形態では、前記Ｂ
に対応する出力バンプ２４は、前記Ｒ，Ｇに対応する出
力バンプ２４よりも第二電極１８までの距離が長くなっ
ている。なお、各出力バンプ２４に接続される第一電極
１７は、図面左側から右側に向けて、前記Ｒ，Ｇ，Ｂの
順に周期的に対応している。
【００４８】本実施形態では、前記第１の実施形態とは
異なり、前記輝度バランスのずれを抑制するためのコン
トローラ１２による前述の制御は行われない。したがっ
て本実施形態では、前記Ｂに対応する出力バンプ２４
が、前記Ｒ，Ｇに対応する出力バンプ２４よりも第二電
極１８までの距離が長くなっているため、発光層３２の
前記Ｂに対応する部分は、前記Ｒ，Ｇに対応する部分に
比較してその輝度が低くなる。そこで、本実施形態で
は、カラーフィルタ３４の色の深さを調整することで、
有機ＥＬ素子３０間の輝度バランスのずれを抑制するよ
うにしている。すなわち、カラーフィルタ３４における
前記Ｂの色の深さは、前記Ｒ，Ｇに対して相対的に、浅
く設定されている。なお、カラーフィルタ３４自体の色
の深さを調整する方法のほかに、カラーフィルタ３４の
前記Ｂに対応する部分の厚さを相対的に薄く形成するこ
とや材質を異ならせることで光透過率を調整してもよ
い。
【００４９】本実施形態においては、カラーフィルタ３
４が輝度バランス補正手段を構成している。本実施形態
では、上記の（１）～（５）と同様の効果の他に、以下
のような効果を得ることができる。
【００５０】（６）  有機ＥＬ素子３０の各々の色
（Ｒ，Ｇ，Ｂ）に対応する出力バンプ２４が、同一の出
力バンプ列（２４Ａ，２４Ｂ）に配置されている。これ
によれば、出力バンプ２４と第二電極１８との距離を、
前述の各色別に一定にすることが可能になる。つまり、
有機ＥＬパネル１５の（有機ＥＬ素子３０間の）輝度バ
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ランスのずれを、前述の各色別の輝度補正により抑制す
ることが可能になる。したがって、前記輝度バランス補
正手段の構成の簡素化が容易になり得る。
【００５１】（７）  有機ＥＬ素子３０間の輝度バラン
スのずれを、カラーフィルタ３４の成膜条件調整（前述
のカラーフィルタ３４自体の色の深さや厚さの調整、材
質の相異等による光透過率調整）によって抑制するよう
にした。これによれば、例えば、有機ＥＬ素子３０への
供給電流を調整することで前記輝度バランスの調整を行
う構成に比較して、前記供給電流を調整するための制御
回路等を設ける必要がなく、複雑な制御が必要とされな
い。
【００５２】（第３の実施形態）この第３の実施形態
は、前記第２の実施形態においてデータドライバ等の構
成を変更したものであり、その他の点では第２の実施形
態とほぼ同様の構成になっている。従って、第２の実施
形態と共通する構成部分については図面上に同一符号を
付して重複した説明を省略する。
【００５３】図５に示すように、本実施形態では、前記
第２の実施形態のデータドライバ４０に代えて、データ
ドライバ５０が設けられている。データドライバ５０に
は、データドライバ４０同様に、入力側回路２０、給電
端子２１、及び、グランド端子２２が設けられている。
【００５４】本実施形態では、図示しない電気配線を介
して入力側回路２０に接続された定電流駆動回路２３
は、カラーフィルタ３４の前記Ｒ，Ｇ，Ｂの各色に対応
する複数の定電流駆動回路２３からなる３列配置となっ
ている。すなわち、出力バンプ２４は、前記Ｒに対応す
る複数の出力バンプ２４からなる出力バンプ列２４Ｃ
と、前記Ｇに対応する複数の出力バンプ２４からなる出
力バンプ列２４Ｄと、前記Ｂに対応する複数の出力バン
プ２４からなる出力バンプ列２４Ｅとの３列配置となっ
ている。
【００５５】データドライバ５０において、各出力バン
プ列２４Ｃ，２４Ｄ，２４Ｅは、同順に、有機ＥＬパネ
ル１５側から図面上方に向けて配置されている。各出力
バンプ列２４Ｃ，２４Ｄ，２４Ｅは、第二電極１８に対
して平行な状態で配置されている。したがって、本実施
形態では、前記Ｇに対応する出力バンプ２４は、前記Ｒ
に対応する出力バンプ２４よりも、さらに、前記Ｂに対
応する出力バンプ２４は、前記Ｇに対応する出力バンプ
２４よりも、第二電極１８までの距離が長くなってい
る。なお、各出力バンプ２４に接続される第一電極１７
は、図面左側から右側に向けて、前記Ｒ，Ｇ，Ｂの順に
周期的に対応している。
【００５６】本実施形態では、前記第２の実施形態と同
様に、カラーフィルタ３４の色の深さを調整すること
で、有機ＥＬ素子３０間の輝度バランスのずれを抑制す
るようにしている。すなわち、カラーフィルタ３４にお
ける前記Ｇの色の深さは、前記Ｒに対して、さらに、前
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記Ｂの色の深さは、前記Ｇに対して、相対的に浅く設定
されている。なお、本実施形態においても、前記第２の
実施形態と同様に、カラーフィルタ３４自体の色の深さ
を調整する方法のほかに、カラーフィルタ３４の厚さを
色別に設定することや材質を異ならせることで光透過率
を調整してもよい。
【００５７】本実施形態では、上記の（１）～（３）及
び（５）～（７）と同様の効果の他に、以下のような効
果を得ることができる。
（８）  出力バンプ列（２４Ｃ，２４Ｄ，２４Ｅ）は、
３列配置されている。これによれば、例えば、２列の出
力バンプ列が設けられたデータドライバに比較して、第
一電極１７同士の間隔をさらに小さくすることができ
る。
【００５８】実施の形態は前記に限定されるものではな
く、例えば、以下の様態としてもよい。
○  前記第２及び第３の実施形態では、カラーフィルタ
３４の成膜条件調整によって前記輝度バランスのずれの
抑制を図った。これに代えて、発光層３２の成膜条件調
整によって前記輝度バランスのずれの抑制を図ってもよ
い。この場合、発光層３２の成膜条件調整としては、例
えば、前記第２の実施形態では、発光層３２全体に対し
て、発光色におけるＢ（青）成分を相対的に増加させる
ためのドーパント量を調整すること等が挙げられる。ま
た、例えば、前記第３の実施形態では、発光層３２にお
ける前記Ｇ（緑），Ｂ（青）に対応する部分に、発光色
におけるそれぞれの色成分を相対的に増加させるための
ドーパント量を調整すること等が挙げられる。
【００５９】○  前記第１の実施形態では、コントロー
ラ１２による定電流駆動回路２３に対する制御によって
前記輝度バランスのずれの抑制を図ったが、これに代え
て、カラーフィルタ３４や発光層３２に対する前述同様
の成膜条件調整によって前記輝度バランスのずれの抑制
を図ってもよい。
【００６０】○  前記第２及び第３の実施形態では、カ
ラーフィルタ３４の成膜条件調整によって前記輝度バラ
ンスのずれの抑制を図ったが、これに代えて、コントロ
ーラ１２による定電流駆動回路２３に対する制御によっ
て前記輝度バランスのずれの抑制を図ってもよい。
【００６１】○  前記実施形態において、コントローラ
１２による制御は、ＰＷＭ制御であってもよく、また、
ＰＨＭ制御であってもよい。
○  前記実施形態では、定電流駆動回路２３を用いて有
機ＥＬ素子３０を駆動したが、定電圧駆動回路を用いて
駆動してもよい。
【００６２】○  前記実施形態では、前記輝度バランス
のずれの抑制が図られたが、これは必ずしも行われなく
てよい。また、前記輝度バランス補正手段は必ずしも設
けられる必要はない。
【００６３】○  前記実施形態では、カラーフィルタ３
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４を光の３原色であるＲ，Ｇ，Ｂの各色によって構成し
たが、前記３原色以外の３色によって構成してもよい。
○  カラーフィルタ３４は、３色から構成されるもので
なくてもよい。例えば、２色、または、４色から構成さ
れるものであってもよい。
【００６４】○  有機ＥＬパネル１５を、モノクロ表示
用の構成としてもよい。
○  発光層３２は白色発光層に限らず、青色発光層な
ど、発光スペクトルが同一の発光層を使用してもよい。
その場合、カラーフィルタとして、発光層３２の発光ス
ペクトルを赤色、緑色のスペクトルに波長変換するフィ
ルタ（色変換フィルタ）を用いてもよい。
【００６５】○  発光層３２を、カラーフィルタを用い
ることなく表示色変化が可能な多色発光層としてもよ
い。この場合、例えば、発光層３２において各サブピク
セル３７Ａに対応する部分を、それぞれ、Ｒ（赤）、Ｇ
（緑）、Ｂ（青）に発光する構成とする。なお、発光層
３２の各サブピクセル３７Ａに対応する部分の発光色は
前記Ｒ，Ｇ，Ｂには限定されない。また、３色には限定
されない。すなわち、ピクセル３７を構成するサブピク
セル３７Ａの数は３に限定されない。
【００６６】○  有機ＥＬ素子３０に代えて、無機ＥＬ
素子を用いてもよい。
○  第二電極１８は透明な材質からなるものでなくても
よい。
○  前記実施形態では、基板３１側から発光を取り出す
構造の有機ＥＬパネル１５にて具体化したが、封止カバ
ー側から発光を取り出す構造の有機ＥＬパネルにて具体
化してもよい。その有機ＥＬパネルは、透明な封止カバ
ーを使用し、封止カバーと発光層の間にカラーフィルタ
を備える。そして、封止カバーと発光層との間の電極は
透明であることは言うまでもない。
【００６７】○  各出力バンプ列（２４Ａ，２４Ｂ，２
４Ｃ，２４Ｄ，２４Ｅ）は、必ずしも互いに平行に並設
されていなくてもよい。
○  出力バンプ列２４Ａ，２４Ｂ，２４Ｃ，２４Ｄ，２
４Ｅにおいて、出力バンプ２４は必ずしも直線的に配置
されていなくてもよい。
【００６８】○  データドライバにおいて、４列以上の
出力バンプ列が設けられていてもよい。
○  有機ＥＬ素子３０の各々の色（例えば前記Ｒ，Ｇ，
Ｂ）に対応する出力バンプ２４は、必ずしも同一の出力
バンプ列（２４Ａ，２４Ｂ，２４Ｃ，２４Ｄ，２４Ｅ）
に配置されていなくてもよい。
【００６９】○  前記実施形態では、本発明の駆動用半
導体装置を、第一電極１７に接続されるデータドライバ
１３に具体化したが、第二電極１８に接続されるスキャ
ンドライバ１４に具体化してもよい。
【００７０】
【発明の効果】以上詳述したように、請求項１～５に記
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載の発明によれば、駆動用半導体装置において、電極間
の距離を小さくすることができ、画像表示を高精細とす
るとともにチップ面積を小さくすることが容易になる。
また、請求項６～８に記載の発明によれば、表示装置に
おいて、画像表示を高精細とするとともに装置を小型に
することが容易になる。さらに、請求項９に記載の発明
によれば、前記表示装置における表示部の輝度バランス
調整方法において、前記輝度バランスを調整するための
複雑な制御が不要となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態の有機ＥＬカラー表示装置の模
式概略構成図。
【図２】同じく、（ａ）は有機ＥＬパネルの模式断面
図、（ｂ）はピクセルを示す模式図。
【図３】同じく、データドライバの模式概略構成図。
【図４】第２の実施形態のデータドライバの模式概略構*
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*成図。
【図５】第３の実施形態のデータドライバの模式概略構
成図。
【図６】従来技術におけるデータ駆動用半導体装置の模
式概略構成図。
【符号の説明】
１１…表示装置としての有機ＥＬカラー表示装置、１
３，４０，５０…駆動用半導体装置（データ駆動用半導
体装置）としてのデータドライバ、１４…走査駆動用半
導体装置としてのスキャンドライバ、１５…表示部とし
ての有機ＥＬパネル、１７…電極（データ電極）として
の第一電極、１８…走査電極としての第二電極、２４…
出力バンプ、２４Ａ，２４Ｂ，２４Ｃ，２４Ｄ，２４Ｅ
…出力バンプ列、３０…ＥＬ素子としての有機ＥＬ素
子、３２…発光層、３４…カラーフィルタ。

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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